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物
事
の
あ
る
一
面

を
こ
と
さ
ら
強
調
す

る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
面
を
否
定
し
た

り
、
曖
昧
に
す
る
や

り
方
が
あ
る
。
頭
の

固
い
人
や
、
卑
怯
な
人
が
良

く
用
い
る
手
で
あ
る
。
政
治

の
世
界
で
は
、
こ
れ
が
常
套

手
段
と
な
っ
て
き
た
。
た
と
え

ば
、「
自
衛
隊
は
軍
隊
で
は
な

い
」「
防
衛
は
戦
争
で
は
な
い
」

と
。
子
ど
も
で
も
分
か
る
う
そ

で
あ
る
。
う
そ
を
つ
き
と
お
す

た
め
に
は
、
第
二
、
第
三
の
う

そ
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
虚
偽
の
悪
循
環

の
中
で
、
憲
法
や
教
育
基
本
法

の
「
改
正
」
が
産
声
を
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
前
で
、
国
の

舵
取
り
を
任
さ
れ
て
い
る
大
人

た
ち
が
こ
ん
な
屁
理
屈
を
平
気

で
こ
ね
て
い
る
よ
う
で
は
、
日

本
に
未
来
は
な
い
。
一
体
、
今

の
政
治
家
は
誰
の
た
め
に
政
治

を
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

昨
今
、
医
療
界
も
怪
し
く
な

っ
て
き
た
。
病
気
と
い
う
一
面

を
こ
と
さ
ら
強
調
し
、
検
査
漬

け
薬
漬
け
を
行
う
。
患
者
の
人

格
や
心
が
傷
つ
く
こ
と
な
ど
平

気
で
あ
る
。
少
数
の
心
無
い
医

師
が
与
え
る
社
会
的
影
響
は
大

き
い
。
一
体
、
誰
の
た
め
に
医

療
を
行
っ
て
い
る
の
か
と
、
う

さ
ん
く
さ
い
眼
で
医
師
を
見
る

患
者
が
増
え
て
い
る
。

物
事
を
高
所
大
所
か
ら
見
る

た
め
に
は
、
修
練
と
正
し
い
心

が
必
要
で
あ
る
。
一
朝
一
夕
に

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
政
治

家
や
医
師
は
、
そ
れ
が
で
き
た

か
ら
尊
敬
さ
れ
て
き
た
。
国
や

人
の
行
く
末
に
か
か
わ
り
を
持

つ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
。

自
ら
に
問
い
直
し
て
み
よ
う
。

今月の会員数／1008人（医科729人・歯科279人） 

主な記事 発　行　所 
石川県保険医協会

〒920‐0902  金沢市尾張町２丁目8番23号
太陽生命金沢ビル6階 

1（076）222‐5373番  ＦＡＸＦＡＸＦ （076）231‐5156番
編集部E-mail ; iskw_sugino@doc-net.or.jp
発行人 井　沢　宏　夫 
印刷所 ソノダ印刷株式会社 
購読料 1年間 5,000円（〒共） 
（※本紙の購読料は会費に含まれます） 

4面・5面 

どうなる健診事業 どうなる健診事業 どうなる健診事業 
解説 

医療はがし第2弾 

目白押しの負担増に憤り 
理事　三宅　靖（金沢市・内科） 

社会保障の後退許すな 社会保障の後退許すな 
2006年10月医療保険改定検討会 

困りごと電話相談 医療・福祉・介護119番 医療・福祉・介護119番 医療・福祉・介護119番 
医療ソーシャルワーカー、ケアマネジャー、障害者ケアマネジメント従事者、 
弁護士らの専門家が丁寧にお答えします。 

相談日時 

電話番号 

E-mail 

10月16日　  ・17日  　・18日   　　午前10時～午後5時 

こんな困りごとはありませんか？ 

● 保険料が高すぎて、払えない。 
● 医療費や介護保険の利用料が大変。減免制度はないのか？ 
● リハビリを打ち切ると言われた。 
● 退院を求められているが行き場がない。 
● 入所施設の費用が高くて入所を続けられない。 
● 障害者自立支援法による１割負担が払えなくて困っている。 

【主催】 
石川県保険医協会、石川県社会保障推進協議会、国際高齢者年・石川NGO、 
ヒューマンライツネットワーク石川、障害のある人の自立を考える実行委員会 

月 火 水 

TEL：（076）222－9646 
TEL：（076）253－1636 
FAX：（076） 231－5156
kaigo@imir.jp　ファックスや電子メールでも受付できます。 
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99医療機関から279人が参加して開かれた10月改定検討会
（9月28日・金沢都ホテル）

の
木
曜
日
の
夜
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
日
は
九
十
九
医
療
機
関

か
ら
二
百
七
十
九
人
の
参
加
が

あ
り
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

冒
頭
主
催
者
を
代
表
し
て
喜

多
徹
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
本
年
度
で
も
う
三
回
目
の

医
療
制
度
の
改
定
で
医
療
側
に

と
っ
て
も
患
者
側
に
と
っ
て
も

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
一
方
の

制
度
改
悪
で
あ
る
と
の
認
識
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
具
体
的
な
検
討
に

入
り
、
保
団
連
発
行
の
テ
キ
ス

ト
「
医
療
保
険
等
改
定
の
ポ
イ

ン
ト
」
に
沿
っ
て
、
ま
ず
工
藤

事
務
局
員
よ
り
十
月
改
定
の
概

要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
論
に
入
り
、
小

川
滋
彦
学
術
・
保
険
部
長
よ
り

窓
口
一
部
負
担
の
改
定
に
関
す

る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
七
十

歳
以
上
の
「
現
役
並
み
所
得

者
」
の
自
己
負
担
が
三
割
に
な

り
、
同
じ
く
七
十
歳
以
上
の

低
所
得
者
以
外
の
自
己
負
担
限

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。次

に
西
田
直
巳
副
会
長
か

ら
、
特
定
療
養
費
か
ら
保
険
外

併
用
療
法
の
再
編
及
び
療
養
担

当
規
則
の
変
更
に
伴
う
領
収
書

発
効
の
義
務
化
に
つ
い
て
の
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。
保
険
診
療

を
前
提
と
し
な
い
選
定
療
養

が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
混
合
診
療
の
本
格
的
導
入

の
端
緒
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。

最
後
に
、
ふ
た
た
び
工
藤
事

務
局
員
よ
り
入
院
生
活
療
養
費

の
新
設
と
療
養
時
の
再
編
、
レ

セ
プ
ト
の
記
載
要
領
、
さ
ら
に

医
療
改
革
関
連
法
の
今
後
の
予

定
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
入
院
時

生
活
療
養
費
は
、
保
険
と
は
名

ば
か
り
の
高
率
の
自
己
負
担
を

強
い
ら
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
、
今
後
の
医
療

改
革
で
は
医
療
費
「
適
正
化
」

計
画
の
も
と
、
さ
ら
な
る
負
担

増
が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。フ

ロ
ア
ー
で
は
、
説
明
に
頷

き
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ
を
取
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

度
重
な
る
制
度
変
更
に
、
も
う

う
ん
ざ
り
と
い
っ
た
よ
う
な
表

情
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
大
き
な
改
定
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の

社
会
保
障
の
後
退
を
許
し
て
は

い
け
な
い
と
の
思
い
を
、
今
ま

で
に
も
増
し
て
強
く
し
た
次
第

で
す
。

九
月
二
十
八
日
（
木
）
午

後
七
時
か
ら
、
金
沢
都
ホ
テ
ル

に
お
い
て
二
〇
〇
六
年
十
月
の

医
療
保
険
改
定
に
関
す
る
検
討

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
月
末

開会あいさつに立つ喜多徹副会長（右）と4人の講師陣
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九
月
度
理
事
会
点
描 

第
九
回
理
事
会
は
、
八
月

後
半
の
理
事
会
が
な
か
っ
た

た
め
、
約
一
カ
月
ぶ
り
の
理

事
会
で
あ
っ
た
が
、
理
事
全

員
が
出
席
し
、
白
熱
し
た
討

論
が
行
わ
れ
た
。

主
な
報
告
事
項
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

総
務
部
か
ら
は
、
八
月

二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
総
務

部
会
の
報
告
が
あ
り
、
二
〇

〇
六
年
度
後
半
の
重
要
な
活

動
内
容
が
示
さ
れ
た
。

財
政
部
か
ら
は
、
協
会
と

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
収
支
報
告

が
あ
り
、
学
術
・
保
険
部
の

予
算
執
行
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

保
険
医
年
金
の
普
及
計
画
と

グ
ル
ー
プ
保
険
の
配
当
率
が

三
・
六
％
だ
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
第
二
休
業
保
障
の
今
後

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
っ
た
。

歯
科
部
か
ら
は
、
食
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
報
告

と
、
歯
科
Ｅ
Ｂ
Ｍ
講
演
会
シ

リ
ー
ズ
第
三
回
が
十
月
十
五

日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

学
術
・
保
険
部
か
ら
は
、

医
療
保
険
制
度
二
〇
〇
六
年

十
月
改
定
検
討
会
の
開
催
計

画
が
報
告
さ
れ
、
歯
科
医
師

へ
の
周
知
に
つ
い
て
議
論
し

た
。医

療
・
福
祉
部
か
ら
は
、

第
一
回
在
宅
医
療
を
語
る
会

の
内
容
が
報
告
さ
れ
、
今
後

も
継
続
し
て
在
宅
医
療
の
問

題
点
を
追
求
し
て
い
く
姿
勢

が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
紙
新
年
号
の
座

談
会
で
、
将
来
、
健
診
制
度

の
内
容
が
大
き
く
変
わ
る
問

題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
決

ま
っ
た
。

協
議
事
項
に
移
り
、
工
藤

事
務
局
員
に
よ
る
医
療
・
介

護
制
度
関
連
記
事
に
つ
い
て

の
解
説
の
後
、
喜
多
副
会
長

か
ら
提
案
さ
れ
た
「
医
療
・

介
護
難
民
救
済
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
開
設
に
向
け
て

の
協
議
が
行
わ
れ
、
午
後
十

時
に
終
了
し
た
。【

牛
村　

記
】

七
時
半
が
理
事
会
の
開
始

時
間
だ
が
、
本
日
は
珍
し

く
理
事
諸
氏
の
集
ま
り
が
悪

い
。
遅
刻
専
門
の
私
が
た
ま

た
ま
早
く
来
た
せ
い
か
も
し

れ
な
い
。

会
員
数
は
千
八
人
。
友
好

団
体
の
「
核
戦
争
を
防
止
す

る
医
師
の
会
」
や
「
九
条
の

会
・
石
川
医
療
者
の
会
」
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
る
。

財
政
部
は
収
納
棚
の
追
加

購
入
の
話
。
協
会
の
事
務
局

は
つ
つ
ま
し
や
か
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
何
と
か
仕
事
に

取
り
組
め
る
の
も
、
事
務
局

（
特
に
近
年
は
女
性
陣
）
の

奮
闘
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。保

険
医
年
金
は
生
保
会
社

の
不
祥
事
も
一
段
落
し
て
、

少
し
回
復
基
調
と
な
っ
て
い

る
。
年
金
は
依
然
と
し
て
保

険
医
年
金
が
他
団
体
よ
り
優

れ
て
い
る
。
積
極
的
な
ア
ピ

ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。

歯
科
部
か
ら
は
最
悪
の
改

正
と
言
わ
れ
る
「
文
書
提
供

の
義
務
化
」
に
対
す
る
緊
急

是
正
の
要
請
が
報
告
。
ど
こ

ま
で
続
く
ぬ
か
る
み
ぞ
・
・
・

の
心
境
で
あ
る
。

学
術
・
保
険
部
か
ら

は
、
十
月
改
定
検
討
会
開
催

の
報
告
。
医
療
福
祉
部
か
ら

は
、『
福
祉
マ
ッ
プ
』『
病
院

マ
ッ
プ
』
の
進
捗
状
況
が
報

告
、
さ
ら
に
社
会
保
障
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
予
定
が
遅
れ
て

い
る
由
。

機
関
紙
・
文
化
部
、
主
に

新
年
号
の
座
談
会
「
健
診
事

業
の
今
後
（
仮
題
）」
に
つ

い
て
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
会
員
の

関
心
の
高
い
話
題
で
あ
る
。

早
急
な
情
報
提
供
が
必
要
と

の
一
致
し
た
意
見
。

最
後
は
工
藤
事
務
局
員
よ

り
、
医
療
・
介
護
制
度
関
連

情
報
に
つ
い
て
、
い
つ
も
な

が
ら
の
適
切
な
解
説
で
締
め

く
く
り
。

【
大
平　

記
】

救おう！ 
医療・介護難民 
救おう！ 

医療・介護難民 
（9月5日・13人出席） 

第9回 理事会点描 

どこまで続く 
ぬかるみぞ… 
どこまで続く 
ぬかるみぞ… 

（9月1 9日・12人出席） 

第10回 理事会点描 

※三井生命・明治安田生命・富国生命の普及担当者がお伺いいたします。ご面談くださいますようお願い申し上げます。 

●資料請求・ 
　お問い合わせは… 石川県保険医協会まで ：   ：

保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なために作られた医師・歯科医師の積み立て型の

年金制度です。1968年の発足以来、現在では加入者6万人超、積立年金総額1兆1千億円を

超える日本最大規模の団体年金制度に発展しています。 

この制度では年金制度で最も大事な点である、加入者の年金給付を守ることを重視し、これ

までに年金受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。 

また、スケールメリットを生かして、生保手数料を拠出型企業年金保険の中では最も低い金

額に押さえ、その分を加入者の積立金に回るよう運営しております。 

月
日 

締切迫る
！ 月
日 

締切迫る
！ 保険医年金 加入・増口受付中 保険医年金 加入・増口受付中 保険医年金 加入・増口受付中 保険医年金 加入・増口受付中 年度 

～この機会にぜひ加入・増口をご検討ください～ 

予定利率1.256％ 

保団連発行の「届出医療の活用と留意点―施設基準・人員基準等の手引き―」が
改訂され、2006年度～2007年度版として発刊されました。会員特別価格で斡旋
しますので、この機会に是非ともご注文のうえご活用ください。 

保団連発行の「在宅医療点数の手引」が改訂され、2006年改定版として発行さ
れました。会員特別価格で斡旋しますので、この機会に是非ともご注文のうえご活
用ください。 

新
刊
案
内 

「届出医療の活用と留意点」 「届出医療の活用と留意点」 

○詳しくは案内チラシをごらんください。 
○お申し込みは、保険医協会まで 
　TEL 076（222）5373 
　FAX 076（231）5156

○詳しくは案内チラシをごらんください。 
○お申し込みは、保険医協会まで 
　TEL 076（222）5373 
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届出医療の活用と留意点 
―施設基準・人員基準の手引き― 
（2006年度～2007年度版） 

発行日：2006年9月 
発行：全国保険医団体連合会 
B5判　全722ページ 
定価5,000円 
会員特別価格3,000円 

－本書の特徴－ 

○「届出医療」の留意点を解説 
○届出に関する要件の適否を判定する「届出チェック表」
を掲載 
○届出後の日常管理の際に利用する「日常管理チェック表」
を掲載 

（案内チラシ裏面に目次を掲載していますので参考にしてください。） 

－今回の改訂版の特徴－ 

○2006年4月の診療報酬改定に対応 
リハビリテーションの大幅改定 
療養病床の再編に伴う改定 
入院基本料の要件変更 
看護配置基準の変更 

－本書の特徴－ 

○在宅医療点数の複雑な仕組みを少しでも理解しやすくするため、
編集部独自に作成した図表やフローチャート、一覧表等を多数収載 

○医療保険と介護保険との給付調整や医療系居宅介護サービスの窓口事務、
届出、介護報酬の算定、請求事務等、医療保険と介護保険を総合的に解説 
○さまざまな事例に対応した明細書見本を多数収載 
（案内チラシ裏面に目次を掲載していますので参考にしてください。） 

－今回の改訂版の特徴－ 

○2006年4月の診療報酬改定に対応 
（在宅療養支援診療所、在医総管等） 
○2006年4月の介護報酬改定に対応 
○施設入所者に対する医療について、解説を充実 
○レセプト記載例を精選、充実 

「在宅医療点数の手引」 「在宅医療点数の手引」 

在宅医療点数の手引 
－診療報酬と介護報酬－ 
（2006年改定版） 

発行日：2006年9月 
発行：全国保険医団体連合会 
B5判　全566ページ 
定価4,000円 
会員特別価格2,000円 
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カルテ開示の理念とメリットについて解説された

患
者
の
満
足
度 

向
上
の
た
め
に 
患
者
の
満
足
度 

向
上
の
た
め
に 

ナ
ガ
サ
ト
太
陽
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
永
里
　
敦（
金
沢
市
・
外
科
） 

当
院
の
考
え
る
患
者
満
足
と
カ
ル
テ
開
示 

テーマ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 3

第13回 
当
院
が
平
成
十
六
年
五
月
に

開
業
し
て
、
は
や
二
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
当
院
で
は
開
院
当
初

か
ら
患
者
様
の
満
足
度
向
上
を

目
指
し
て
、
い
く
つ
か
の
試
み

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
本
日

は
そ
の
中
の
主
な
も
の
と
、
特

に
カ
ル
テ
開
示
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
は
、
診
察
室
完
結
型
医

療
の
実
践
で
あ
り
ま
す
。
病
院

勤
務
の
こ
ろ
か
ら
感
じ
て
い
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
病
院
で

は
患
者
様
を
動
か
す
の
で
は
な

く
、
職
員
が
動
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

当
院
で
は
診
察
、
検
査
、
投
薬

ま
で
を
診
察
室
で
行
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

第
二
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
で
あ
り
ま
す
。
当
院
で

は
診
察
室
は
個
室
と
し
、
壁
に

は
防
音
材
を
使
用
し
て
お
り
ま

す
。第

三
は
、
薬
剤
の
手
渡
し
と

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン

ト
で
あ
り
ま
す
。
薬
剤
は
診
察

終
了
時
に
診
察
室
内
で
医
師
が

患
者
様
に
説
明
し
な
が
ら
手
渡

す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
は
、
カ
ル
テ
の
開
示
で

あ
り
ま
す
。
平
成
十
四
年
受
療

行
動
調
査
で
は
、
六
八
・
六
％

の
患
者
様
が
カ
ル
テ
の
内
容
を

知
り
た
い
と
答
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
カ
ル
テ
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
た
患
者
様
は
わ
ず
か
八
・
九

％
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
な
い
と
答
え
た
患
者
様
が

八
四
・
二
％
に
上
り
ま
す
。
当

院
で
は
、
開
業
半
年
経
っ
た
平

成
十
六
年
十
一
月
か
ら
、
配
布

型
カ
ル
テ
に
よ
る
完
全
カ
ル
テ

開
示
を
開
始
し
ま
し
た
。

一
般
に
、
カ
ル
テ
開
示
の
目

的
と
し
て
は
、
第
一
に
「
個
人

情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
保

障
？
」。
第
二
は
、「
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
一
環

と
し
て
の
カ
ル
テ
開
示
」
で
あ

り
ま
す
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
の
過
程
に
お
い
て

は
、
患
者
様
自
身
の
医
療
情
報

と
、
病
気
に
関
す
る
医
療
情
報

の
提
供
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
患
者
様
自
身
の
医
療
情

報
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
カ
ル

テ
開
示
の
目
的
と
し
ま
す
が
、

隠
し
ご
と
が
な
い
と
い
う
患
者

様
の
信
頼
感
が
同
意
を
ス
ム
ー

ス
に
す
る
側
面
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
カ
ル
テ
開
示
の
み

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
医
師
の

十
分
な
説
明
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
第
三
は
、「
患
者
様
と
の

医
療
情
報
の
共
有
と
医
療
へ
の

患
者
参
加
の
促
進
」
で
あ
り
ま

す
。そ

れ
で
は
、
当
院
で
の
カ
ル

テ
開
示
の
実
際
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。
当
院
で
は
、
電
子

カ
ル
テ
を
導
入
し
て
お
り
ま
す

が
、
初
診
時
の
問
診
を
は
じ
め

各
種
問
診
票
の
内
容
、
診
察
時

に
収
集
し
た
情
報
な
ど
、
通

常
ど
お
り
入
力
し
、
診
察
終
了

時
に
当
日
分
を
印
刷
い
た
し
ま

す
。
患
者
様
に
は
マ
イ
カ
ル
テ

と
当
院
で
呼
ん
で
い
る
フ
ァ
イ

ル
に
当
日
分
の
診
療
録
、
検
査

結
果
な
ど
を
綴
じ
込
み
、
会
計

終
了
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。
次

回
来
院
時
に
は
持
参
し
て
い
た

だ
き
、
当
日
分
を
追
加
し
て
綴

じ
込
ん
で
い
き
ま
す
。
現
在
ま

で
に
二
千
百
人
を
超
え
る
患
者

様
に
カ
ル
テ
の
配
布
を
致
し
て

お
り
ま
す
。

カ
ル
テ
開
示
を
は
じ
め
て
三

カ
月
後
に
行
い
ま
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
、「
マ
イ
カ
ル

テ
を
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

答
え
た
方
が
九
六
％
で
あ
り
ま

し
た
。「
よ
く
な
い
」
は
〇
％
、

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
は
四
％

で
あ
り
ま
し
た
。
よ
か
っ
た
と

答
え
た
理
由
と
し
て
、「
検
査

結
果
が
分
か
る
」
が
七
七
・
四

％
、「
医
師
の
考
え
が
分
か
る
」

が
四
五
・
二
％
、「
信
頼
度
が
増

す
」
が
四
四
・
三
％
で
あ
り
ま

し
た
。

カ
ル
テ
開
示
に
伴
う
問
題
点

と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
「
訴

訟
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
？
」
を
指
摘
す

る
声
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

医
療
事
故
・
医
療
過
誤
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
の
原
則
は
、

情
報
の
開
示
と
誠
意
を
尽
く
す

こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

隠
し
事
が
な
い
と
い
う
信
頼
感

が
、
問
題
を
早
期
に
解
決
し
、

訴
訟
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
も

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

配
布
型
カ
ル
テ
開
示
に
よ

り
、
医
療
者
と
患
者
様
の
共
同

の
営
み
と
し
て
の
医
療
が
実
現

可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

患
者
様
は
、
検
査
結
果
や
投
薬

内
容
な
ど
の
医
療
情
報
を
知
ら

さ
れ
ず
、
自
己
決
定
不
可
能
な

状
態
で
、
医
療
側
の
指
示
に
従

う
だ
け
の
「
医
療
の
対
象
」
か

ら
「
医
療
の
主
体
」
へ
と
変
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
は
、

患
者
様
の
医
療
参
加
の
促
進
に

つ
な
が
り
、
医
療
の
効
率
化
を

も
た
ら
し
ま
す
。

患
者
様
と
医
療
情
報
を
共
有

し
、
患
者
の
自
己
決
定
を
重
視

す
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て

患
者
様
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム

医
療
が
可
能
と
な
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
当
院
で
は
カ
ル
テ

開
示
の
利
点
を
患
者
様
に
ご
理

解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
カ
ル
テ

開
示
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

講師の永里敦会員
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周
知
の
事
実
で
あ
る

が
、
石
川
県
で
は
社
会

保
険
事
務
局
（
以
下
事

務
局
）
に
よ
る
個
別
指

導
は
レ
セ
プ
ト
高
点
数

の
上
位
四
％
が
対
象
と

な
る
。
正
直
、
こ
の
医
療
機
関
選
定

は
会
員
に
す
こ
ぶ
る
評
判
が
悪
い
。

社
会
保
険
事
務
局
の
言
い
分
は
こ

う
で
あ
る
。「
高
点
数
医
療
機
関
を

決
し
て
、
悪
者
扱
い
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
こ
れ
に
変
わ
る
適
切
な

選
定
基
準
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、

最
も
機
械
的
な
選
択
と
な
る
高
点
数

基
準
を
採
用
し
て
い
る
」
と
。
こ
れ

は
当
然
表
向
き
の
理
由
で
あ
る
。
高

点
数
を
基
準
と
す
る
こ
と
で
、
無

言
？
の
圧
力
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
は

歴
然
と
し
て
い
る
。

石
川
県
で
も
こ
こ
数
年
、
い
く
つ

か
の
医
療
機
関
が
行
政
処
分
を
受

け
た
。
こ
う
し
た
行
政
処
分
に
お
い

て
、
現
在
の
個
別
指
導
が
機
能
し
て

い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
監

査
か
ら
行
政
処
分
に
至
っ
た
医
療

機
関
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
「
高
点
数

に
よ
る
個
別
指
導
」
を
受
け
て
い
な

い
。
指
導
の
結
果
、
判
明
す
る
事
実

も
ま
た
、
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
共
通

し
て
い
る
。「
保
険
診
療
の
基
本
を

き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
」

そ
の
一
言
に
尽
き
る
。

保
険
診
療
は
契
約
診
療
で
あ
り
、

「
知
ら
な
か
っ
た
」
は
通
用
し
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
は
、
医
師
会
や
協
会
が

開
く
説
明
会
に
出
席
し
て
い
る
多
く

の
医
療
機
関
に
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
実
際
彼
ら
は
監
査
の

対
象
な
ど
に
は
な
ら
な
い
。

問
題
は
、
ご
く
少
数
の
情
報
不
足

の
医
療
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も

う
一
つ
の
問
題
は
、
依
然
と
し
て
旧

態
依
然
と
し
た
指
導
形
態
に
し
が
み

つ
く
社
会
保
険
事
務
局
の
姿
勢
で
あ

る
。「

保
険
診
療
の
向
上
と
適
正
化
」

の
た
め
に
個
別
指
導
を
行
う
の
で
あ

れ
ば
、
こ
う
し
た
数
少
な
い
情
報
不

足
の
医
療
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
強

め
る
の
も
事
務
局
の
仕
事
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
医
療
機

関
を
対
象
と
し
た
集
団
的
指
導
（
名

称
は
ど
う
で
も
よ
い
の
だ
が
）
こ
そ

が
最
良
で
あ
る
。
こ
の
指
導
に
事
務

局
に
よ
る
強
制
力
を
持
た
せ
れ
ば
、

す
べ
て
の
医
療
機
関
に
公
平
か
つ
十

分
な
情
報
提
供
と
指
導
が
可
能
で
あ

る
。
そ
れ
を
生
か
さ
な
い
の
は
、
そ

れ
こ
そ
医
療
機
関
の
自
己
責
任
で
あ

る
。
事
務
局
も
協
会
も
、
国
民
に
と

っ
て
の
良
質
の
保
険
医
療
を
め
ざ
す

と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。
共
に
手
を

携
え
て
、
あ
る
べ
き
指
導
を
探
し
あ

て
た
い
も
の
で
あ
る
。

行
政
処
分
の
前
に 

　
十
分
な
情
報
提
供
を 

囲 

解 
答 

碁 
一 

8 9 
 
10 11 127654321

二 

三 

四 

五 

七 

八 

六 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
が
急
所
の
一
手
で
す
。
以
下

黒
5
ま
で
白
死
。
黒
1
で
3
は
白
1

黒
4
白
イ
黒
ロ
白
2
で
コ
ウ
に
な
り

失
敗
で
す
。
黒
1
で
イ
は
白
4
で
活
き
。
 

1 32

4

5

ロ 

イ イ 

〈
正
解
〉
2
六
桂
、
同
飛
、
2
四
金
、

同
歩
、
1
三
金
、
同
玉
、
2
三
銀
成
、

1
四
玉
、
3
三
成
銀
、
1
三
玉
、
2
三

角
成
ま
で
十
一
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
先
に
2
四
金
は
同
玉
と
さ
れ

詰
み
ま
せ
ん
。
2
六
桂
と
捨
て
て
か

ら
2
四
金
が
好
手
順
で
、
同
玉
な
ら

2
三
銀
成
、
3
四
玉
、
4
四
金
ま
で
。

同
歩
に
2
三
銀
不
成
は
、
1
三
玉
以

下
わ
ず
か
に
詰
み
ま
せ
ん
。
1
三
金

が
決
め
手
で
同
香
は
2
三
銀
不
成
ま

で
。
同
玉
に
2
三
銀
成
で
追
い
、
3

三
成
銀
（
2
二
成
銀
は
3
二
歩
で
不

詰
め
）
と
し
て
解
決
し
ま
す
。 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 
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二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
「
医
療
制
度
改
革
大
綱
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
保
険
者
に
対
し
て
加

入
者
と
扶
養
す
る
家
族
に
対
す
る
特
定
健
診
と
特
定
保
健

指
導
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。「
健
康
増
進
法
」
と
「
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
従
い
、
医
療
費
適

正
化
計
画
の
一
環
と
し
て
二
〇
一
五
年
度
（
平
成
二
十
七

年
度
）
ま
で
に
「
生
活
習
慣
病
・
予
備
群
の
二
五
%
減

少
」、「
生
活
習
慣
病
予
防
に
よ
る
二
兆
円
の
医
療
費
抑

制
」、「
健
診
受
診
率
八
〇
%
（
二
〇
〇
八
年
は
六
〇
%
）、

保
健
指
導
の
実
施
率
六
〇
%（
二
〇
〇
八
年
は
二
〇
%
）」

が
目
標
で
、
こ
の
た
め
に
健
康
保
険
料
率
の
上
限
を

「
九
十
五
／
千
」
か
ら
「
百
／
千
」
に
引
き
上
げ
、
二
〇

一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
度
）
か
ら
健
診
と
保
健
指
導
の

実
績
と
成
果
に
よ
っ
て
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
保
険
へ

の
拠
出
金
を
増
減
（
±
一
〇
％
）
す
る
。

厚
生
労
働
省
は
健
診
や
特
定
保
健
指
導
の
具
体
的
な
内

容
を
定
め
た
「
標
準
的
な
健
診
・
保
健
指
導
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
暫
定
版

と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
基
準
を
、
八
月

に
は
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
保
険
者
に

お
け
る
平
成
二
十
年
度
に
向
け
た
主
な
作
業
（
案
）」
を

公
表
し
、
一
気
に
具
体
化
に
向
け
て
走
り
出
し
た
。

特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
の
対
象
は
保
険
加
入
者
お

よ
び
扶
養
す
る
家
族
の
内
、
四
十
〜
七
十
四
歳
の
者
。
基

本
健
診
項
目
は
質
問
項
目
・
身
体
測
定
（
身
長
・
体
重
・

腹
囲
）・
血
圧
・
診
察
・
血
液
（
脂
質
・
肝
機
能
・
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
・
尿
酸
・
血
糖
・
H
b
A
1
c
）
の
み
に
限
定

さ
れ
、
尿
検
査
・
血
算
・
心
電
図
・
眼
底
は
医
師
が
必
要

と
認
め
る
場
合
に
行
う
精
密
検
査
と
さ
れ
、
胸
部
写
真
は

廃
止
さ
れ
た
（
表
参
照
）。

健
診
結
果
は
実
施
機
関
か
ら
標
準
コ
ー
ド
の
電
子
デ
ー

タ
に
よ
り
健
康
保
険
に
報
告
さ
れ
、
標
準
様
式
の
健
診
結

果
報
告
書
や
必
要
な
保
健
情
報
が
健
康
保
険
か
ら
受
診
者

に
渡
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
る
。
将
来
的
に
は
健
康
保
険
が

診
療
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
と
突
き
合
わ
せ
を
行
い
、
医

療
費
削
減
を
目
指
す
。

特
定
健
診
の
大
部
分
が
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
さ
れ
、
非

医
療
機
関
で
健
診
現
場
に
検
査
機
器
が
な
く
て
も
実
施

で
き
る
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
や
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
も
可
能
と
な
っ

た
。
三
階
層
に
分
け
ら
れ
る
特
定
保
健
指
導
（
図
1
）
に

は
健
診
機
関
・
医
療
機
関
の
ほ
か
、
民
間
業
者
・
管
理
栄

養
士
や
保
健
師
が
設
立
す
る
N
P
O
・
自
治
体
な
ど
様
々

な
実
施
主
体
が
想
定
さ
れ
、
委
託
先
の
調
査
が
始
ま
っ
て

い
る
。

二
〇
〇
七
年
に
は
保
険
者
協
議
会
が
H
P
を
立
ち
上

げ
、
基
準
を
満
た
し
た
健
診
や
保
健
指
導
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
先
リ
ス
ト
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
乱
立
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
必

要
な
臨
床
検
査
技
師
・
管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動
指
導
士

の
引
抜
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

従
来
の
老
人
保
健
法
の
保
健
事
業
（
四
十
歳
以
上
の
自

治
体
健
診
、
金
沢
市
の
す
こ
や
か
検
診
な
ど
）
は
、
す
べ

て
廃
止
さ
れ
、
が
ん
検
診
は
老
人
保
健
法
か
ら
外
れ
て
各

自
治
体
が
一
般
財
源
で
自
由
に
実
施
や
廃
止
が
決
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
六
十
五
歳
以
上
は
保
険
者
健
診
に
加

え
て
、
市
町
村
が
介
護
保
険
地
域
支
援
事
業
の
生
活
機
能

評
価
を
実
施
す
る
。

事
業
所
に
雇
わ
れ
て
い
る
労
働
者
（
週
約
三
十
時
間
以

上
の
パ
ー
ト
を
含
む
）
は
事
業
者
責
任
で
実
施
す
る
労
働

安
全
衛
生
法
の
事
業
所
健
診
や
そ
の
後
の
保
健
指
導
が
優

先
さ
れ
、
不
足
項
目
（
腹
囲
と
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
尿
酸
・

H
b
A
1
c
）
の
み
保
険
者
の
責
任
と
な
る
。
事
業
所
健

診
の
項
目
は
、
当
面
は
従
来
ど
お
り
（
将
来
的
に
は
年
齢

や
業
種
・
作
業
で
胸
部
写
真
の
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
を

検
討
中
）。

従
来
か
ら
大
企
業
で
は
事
業
所
健
診
を
組
合
健
保
に
委

託
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
政
管
健
保
と
国
保
の
加
入
者

や
そ
の
家
族
で
あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
保
険
者
が
事
業

所
健
診
を
実
施
す
る
健
診
機
関
に
委
託
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
健
診
と
保
健
指
導
の
大
転
換
は
、
大
き
な
問

題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
二
〇
〇
三
年
の
経

済
産
業
省
健
康
サ
ー
ビ
ス
産
業
創
造
研
究
会
報
告
の
「
健

康
サ
ー
ビ
ス
産
業
モ
デ
ル
都
市
構
想
（
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）」、
二
〇
〇
四
年
の
自
民
党
「
健
康
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
戦
略
」
や
二
〇
〇
五
年
の
経
済
産
業
省
「
健
康
サ

ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
化
研
究
会
」
中
間
提
言
な
ど
が
あ
り
、

経
済
産
業
省
や
財
界
主
導
の
社
会
保
障
費
（
医
療
保
険

へ
の
公
的
支
出
）
削
減
と
保
健
医
療
の
民
間
市
場
化
（
民

間
企
業
の
儲
け
）
拡
大
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
こ
と
に
注

意
を
要
す
る
。
こ
の
新
戦
略
は
、
大
き
な
健
康
サ
ー
ビ

ス
産
業
市
場
を
生
み
出
し
、
治
療
か
ら
保
健
へ
の
シ
フ
ト

（
図
2
）
を
も
た
ら
す
が
、
憲
法
第
二
十
五
条
の
「
国
民

は
・
・
・
権
利
を
有
す
る
。
国
は
・
・
・
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
い
う
立
場
と
は
異
な
り
、
健
康
増
進
法

の
健
康
自
己
責
任
論
の
も
と
で
、
経
済
格
差
に
よ
り
健
康

格
差
を
生
む
仕
組
み
づ
く
り
で
あ
る
。

具
体
的
な
問
題
の
第
一
は
、
健
診
の
実
施
者
が
自
治
体

か
ら
保
険
者
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険
の
未
加
入

者
が
健
診
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
六

【用語解説】
○保険者

国民健康保険・政府管掌健康保険・組合管掌健康保険・共済組

合・船員保険などの医療保険者

○事業者（雇用者）

労働者を雇用して事業を行っている事業者（雇用者）

○労働者（被雇用者）

事業者に雇用されている（週に約 30 時間以上のパートを含む）

労働者（被雇用者）

○特定健診と特定保健指導

新たに医療保険者に義務付けされた健診と保健指導

○健診事業者と保健指導事業者

特定健診と特定保健指導を委託され実施する（民間）事業者

図2　健康・介護サービス産業市場の拡大と挟まる医療 

特定健診と 
特定保健指導等 

健康サービス産業市場 

介護保険 
介護サービス産業市場 

高齢者健康保険制度 
医療と介護の一体・定額化 

従来の医療 
皆保険医療 
従来の医療 
皆保険医療 

特定健診と 
特定保健指導等 

健康サービス産業市場 

介護保険 
介護サービス産業市場 

高齢者健康保険制度 
医療と介護の一体・定額化 

※保険者健診からは胸部写真は廃止（自治体による追加は可能） 
※事業場健診は当面従来と同じで、それに特定健診が追加される 

表　特定健診の項目 

基 本 項 目  

質 問 項 目  

身 体 測 定  

理学的検査 

血 液 検 査  

中性脂肪、HDL・LDLコレステロール、 

AST（GOT）、ALT（GPT）、γ-GTP、 

血糖検査、HbA1c、クレアチニン、尿酸 

全員に実施する項目 

服薬歴、既往歴、喫煙、体重、運動、栄養、休養 

身長・体重（BMI）・腹囲・血圧測定 

身体診察 

精密検査項目 一定の基準の下、医師が必要と判断したものを選択 

心電図検査 

眼 底 検 査 

検　　　尿 尿糖、尿蛋白、尿潜血 

貧 血 検 査  赤血球数、血色素量、ヘマトクリット値 

図1　特定健診・特定保健指導と医療のイメージ 

対象は加入者と被扶養家族全員 

医療 医療 

6割以上に健診 
全員に情報提供 

積極的支援 
3～6ヶ月 

動機づけ支援 
1回限り 

6割以上に健診 
全員に情報提供 

積極的支援 
3～6ヶ月 

動機づけ支援 
1回限り 

経
緯
と
概
要
： 

経
緯
と
概
要
： 

従
来
の
健
診
は
ど
う
な
る
： 

従
来
の
健
診
は
ど
う
な
る
： 

 

問
題
点
： 

問
題
点
： 

介護保険に次ぐ健康診断・ 
　保健指導の民営化始まる 

2008年から自治体健診（すこやか検診など）は廃止、非医療機関が健診・保健指導に参入 

どうなる健診事業 どうなる健診事業 どうなる健診事業 解
説 

理事　服部　真（金沢市・産業医療科） 理事　服部　真（金沢市・産業医療科） 

医療はがし
 

第2弾① 
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年
四
〜
六
月
期
の
非
正
規
雇
用
者
は
千
六
百
四
十
七
万
人

で
労
働
者
の
三
二
％
を
占
め
増
加
し
続
け
て
い
る
が
、
こ

れ
に
伴
っ
て
健
康
保
険
の
未
加
入
者
も
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
経
団
連
は
健
診
や
保
健
指
導
を
受
け
な
い
加
入
者

に
つ
い
て
何
ら
か
の
デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
ペ
ナ
ル

テ
ィ
）
を
検
討
す
る
よ
う
要
求
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
の

目
的
が
国
民
の
健
康
支
援
で
は
な
く
、
医
療
保
険
者
の
支

出
削
減
の
た
め
の
事
業
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
保
険
料
増
加
で
ま
か
な
う

と
と
も
に
、
実
績
や
成
果
（
健
診
や
保
健
指
導
の
実
施
率

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
・
予
備
群
の
減
少
率
）
に
よ

り
ア
メ
と
ム
チ
で
保
険
者
同
士
を
競
争
さ
せ
る
仕
組
み
が

作
ら
れ
た
。
大
企
業
健
保
は
高
齢
者
健
保
へ
の
拠
出
金
を

削
減
で
き
、
成
果
を
挙
げ
に
く
い
国
保
の
赤
字
が
ま
す
ま

す
拡
大
す
る
。
医
療
保
険
者
間
の
格
差
拡
大
は
必
至
で
あ

る
。
国
保
も
健
診
・
保
健
指
導
実
施
率
を
増
や
し
、
医
療

へ
の
移
行
率
を
減
ら
す
こ
と
が
死
活
課
題
（
図
3
）
と
な

り
、「
保
険
あ
っ
て
も
医
療
な
し
」
に
な
り
か
ね
な
い
。

第
三
に
、
健
診
の
目
的
が
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
（
医
療
へ
の
誘
導
）
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
保

健
指
導
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
階
層
に
限
定
さ
れ
、
健

康
問
題
へ
の
対
応
主
体
を
医
療
か
ら
健
康
産
業
に
大
き
く

シ
フ
ト
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
が
ん
研
究
助
成
金
に
よ
る
指
定
研
究
班

「
多
目
的
コ
ホ
ー
ト
に
基
づ
く
が
ん
予
防
な
ど
健
康
の
維

持
・
増
進
に
役
立
つ
エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築
に
関
す
る
研

究
」
に
よ
れ
ば
、
四
十
〜
五
十
九
歳
の
男
女
と
も
死
亡

率
が
最
も
低
い
B
M
I
は
二
十
三
・
〇
〜
二
十
四
・
九

で
二
十
五
・
〇
〜
二
十
九
・
九
も
大
差
な
く
、
む
し
ろ

二
十
一
未
満
で
高
い
（
図
4
）。
一
方
、
肥
満
者
ほ
ど
医

療
費
が
高
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
（
図
5
）、
目
的
を

（
内
臓
）
肥
満
を
核
と
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
限

定
し
た
こ
と
自
体
が
、
国
民
の
健
康
改
善
よ
り
医
療
費
削

減
を
重
視
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

介
護
保
険
導
入
で
要
介
護
認
定
者
に
対
す
る
医
療
が
事

実
上
制
限
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
こ
の
仕
組
み
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
の
患
者
に
対
す
る
医
療
制
限
（
保
健
指
導

と
医
療
の
一
体
・
定
額
化
）
に
つ
な
が
る
。

第
四
は
、
日
本
で
不
健
康
習
慣
を
大
流
行
さ
せ
て
い
る

元
凶
で
あ
る
過
重
労
働
や
自
動
車
社
会
な
ど
を
改
善
す
る

視
点
は
な
く
、
欧
州
の
よ
う
に
歩
行
者
や
自
転
車
を
優
先

す
る
町
づ
く
り
や
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
ど
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
保
険
者
や
民
間
事
業
者
任

せ
で
は
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
健
康
的
な
職
場
や
地
域
づ

く
り
こ
そ
保
健
の
基
本
で
あ
り
、
石
綿
問
題
は
労
働
・
環

境
の
健
康
に
対
す
る
影
響
の
大
き
さ
や
国
・
企
業
の
責
任

を
再
認
識
さ
せ
た
が
、
政
府
に
そ
の
よ
う
な
視
点
や
責
任

の
自
覚
は
な
い
。

第
五
は
、
健
診
と
保
健
指
導
に
医
療
機
関
で
は
な
い
民

間
事
業
者
が
参
入
し
、
コ
ス
ト
競
争
や
医
療
に
移
行
さ
せ

な
い
競
争
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
組
合
健
保
な
ど

で
は
健
診
と
保
健
指
導
を
健
診
機
関
に
丸
ご
と
委
託
し
、

健
診
機
関
が
さ
ら
に
安
い
費
用
で
医
療
機
関
に
再
委
託
す

る
ケ
ー
ス
も
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
に
よ
る
改
善
は

ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
ず
、
高
齢
者
保
険
へ
の
拠
出
金
が
増

や
さ
れ
る
た
め
、
保
険
者
は
医
療
機
関
を
敬
遠
し
民
間
業

者
に
委
託
し
や
す
い
。
経
団
連
は
非
医
療
機
関
へ
の
委
託

を
増
や
し
、
郵
便
健
診
も
認
め
る
よ
う
繰
り
返
し
要
求
し

て
い
る
。
国
保
の
多
く
は
当
面
健
診
の
医
師
会
委
託
を
続

け
る
だ
ろ
う
が
、
や
が
て
健
診
受
診
率
向
上
や
医
療
へ
の

移
行
抑
制
の
た
め
に
非
医
療
機
関
へ
の
委
託
を
検
討
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

非
医
療
機
関
に
お
い
て
は
健
診
や
保
健
指
導
の
精
度
や

医
学
的
妥
当
性
が
問
題
に
な
り
、
他
の
病
気
の
早
期
発
見

（
触
診
で
甲
状
腺
疾
患
や
腹
部
圧
痛
か
ら
胃
潰
瘍
発
見
な

ど
）
は
期
待
で
き
ず
、
経
団
連
が
要
求
す
る
関
連
サ
ー
ビ

ス
・
商
品
の
売
り
込
み
に
つ
な
が
る
問
題
な
ど
が
あ
る
。

来
月
は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
具
体
的
方

法
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
基
準
を
解
説
し
、
〝
医
療
は
が

し
〞
の
巧
妙
な
し
く
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
続
く
）

図3
これまでの健診 特定健診のねらい 

医療 医療 
健診 

医療に誘導 
医療を拡大 
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健診拡大 
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健診拡大 

図4 厚生労働省研究助成：多目的コホートに基づくエビデンス構築に関する研究班 

BMIと10年間の死亡リスクとの関連（男性） 
─ 年齢・地域・喫煙・飲酒・学歴・運動・体重変化を補正 ─ 

http://epi.ncc.go.jp/jphc/outcome/himan2/him2.files/frame.htm
がん・脳卒中・心筋梗塞・慢性肝疾患の自己申告者を除外 
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がん死亡（n＝389）　　循環器疾患死亡（n＝233）　　その他（n＝321） 

BMI23～25（小太り）が 
最も死亡が少ない！ 

図5　肥満度（BMI）と医療費との関係（異常値：BMI＞－25） 

富士総合研究所社会経済グループ　主事研究員　高橋康昭 
http://www.mizuho-ir.co.jp/kikou/iryohi0404.html
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異常　　正常　　差額 

■資料の入手先…厚生労働省ホームページ／ http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/seikatsu/pdf/02.pdf
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「保険診療の手引」 
5,000円 

※会員限定販売 
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第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

横須賀から発信！ 核の傘はいらない はばたけ平和憲法 

主催●第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員会／核戦争に反対する医師の会 
151‐0053 東京都渋谷区代々木2‐5‐5 新宿農協会館 6F　全国保険医団体連合会内 
TEL.03‐3375‐5121  FAX.03‐3375‐1885　hankaku@doc-net.or.jp

10月21日（土）～22日（日） 神奈川県横須賀市  湘南短期大学 

記念講演：堀川惠子氏（テレビディレクター） 
「ヒロシマ～テレビの現場から」 

特別講演：呉東正彦氏（弁護士・「原子力空母の横須賀母港化問題を考える市民の会」共同代表） 
「米軍再編と日本の未来～原子力空母の横須賀母港化の意味するもの～」 

全体集会　基調報告、IPPNWヘルシンキ大会の報告ほか 
分科会 
「日本国憲法を考える、核兵器と医師の役割」、「米国の世界戦略と首都圏の核基地化」 
「被爆者医療と集団訴訟」、「劣化ウラン被害を考える」 

青年医師・医学生交流会、チャーター便による軍港めぐり 

日時 場所 

会員限定のオリジナルテキスト 

「保険診療の手引」 「保険診療の手引」 
保険請求するうえで最高のパートナーと評判
の高い『保険診療の手引』（2006年4月版）が
このほど完成しました。 
今回の改訂版には、4月診療報酬改定の内容

をすべて盛り込みました。特に、入院外では4月
から大幅に変わった在宅療養支援診療所など在
宅医療、疾患別リハビリテーションなど複雑な内
容をわかりやすく解説。入院では4月改定部分に
加え7月から実施となった療養病床についても
詳しく紹介しています。 
告示・通知では理解しづらい部分には図表や
解説を加え、理解のしやすさは抜群だと評判を
得ています。請求事務もこれ1冊で解決できます。 
 
医科会員には1冊ずつ8月中旬に無料で送付

しました。2冊以上必要な方には1冊5,000円で
販売します。 

2006年4
月版 

刊行！ 
2006年4

月版 

刊行！ 
2006年4

月版 

刊行！ 

医科 
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平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

１３ 

訪
問
歯
科
・
口
腔
ケ
ア（
そ
の
6
・
最
終
回
）

八
十
人
規
模
の
特
養
な
ら 

歯
科
医
師
二
人
と
衛
生
士
一
人
で
可 

前
回
、
口
腔
ケ
ア
の
質
・
量

に
よ
っ
て
、
結
果
は
大
き
く
違

っ
て
く
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
書
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
施

設
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
を
始
め

た
こ
ろ
、
ち
ま
た
に
『

口
腔

ケ
ア
を
実
施
す
れ
ば
発
熱
・
肺

炎
が
予
防
で
き
る
』
と
記
述
し

た
関
係
出
版
物
を
目
に
し
始
め

ま
し
た
。
し
か
し
記
述
だ
け
で

は
ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
の
ケ
ア

を
実
施
し
た
の
か
が
、
現
場
の

第
一
線
の
開
業
医
に
し
て
も
、

い
ま
ひ
と
つ
実
感
で
き
な
い
状

態
で
し
た
。
そ
れ
は
口
腔
ケ
ア

に
お
い
て
は
、
誰
も
が
共
有
で

き
る
方
法
と
結
果
に
対
す
る
判

定
方
法
が
確
立
・
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
論
文
に

登
場
す
る
の
は
、
著
名
な
大
学

教
授
が
指
導
し
、
歯
科
衛
生
士

の
経
験
を
有
す
る
職
員
が
常
勤

す
る
施
設
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア

の
実
施
形
態
で
、
と
て
も
一
般

的
だ
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
そ
の
よ
う
な
普
遍
性
に

乏
し
い
方
法
が
、
わ
れ
わ
れ
レ

ベ
ル
の
一
般
開
業
歯
科
医
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て

全
国
的
に
普
及
し
、
数
多
く
の

要
介
護
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
貢

献
で
き
る
の
か
疑
問
で
し
た
。

そ
も
そ
も
、
施
設
に
よ
っ
て

も
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
歯
科
衛

生
士
に
よ
っ
て
も
、
力
量
が
同

じ
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
実
際

の
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
チ
ー

ム
編
成
や
ケ
ア
レ
ベ
ル
な
ら
途

中
で
挫
折
す
る
こ
と
な
く
長
期

間
継
続
で
き
る
の
か
、
誰
も
答

え
を
知
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

別
な
表
現
を
す
れ
ば
、
あ
る

限
ら
れ
た
方
法
だ
け
の
結
果
は

分
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
ほ
か

に
、
ど
の
程
度
の
ケ
ア
な
ら
開

業
医
に
も
で
き
て
、
ど
の
程
度

の
結
果
が
期
待
で
き
る
か
が
不

明
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
自
ら
行
う
こ
と
で

糸
口
を
見
出
す
し
か
な
か
っ
た

の
で
す
。
長
期
に
わ
た
っ
て
負

担
に
な
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
で
、

か
つ
有
効
な
口
腔
ケ
ア
レ
ベ
ル

の
研
究
と
い
う
者
で
す
。
私
た

ち
の
行
っ
た
方
法
が
ベ
ス
ト
と

は
思
い
ま
せ
ん
が
、
通
常
の
開

業
医
レ
ベ
ル
で
も
可
能
な
方
法

は
見
出
し
た
と
思
い
ま
す
。

結
果
を
要
約
し
ま
す
。
入
居

者
数
が
八
十
人
規
模
の
特
養

ホ
ー
ム
な
ら
、
チ
ー
ム
構
成
は

歯
科
医
師
に
よ
る
二
人
と
歯
科

衛
生
士
が
一
人
で
可
能
と
思
わ

れ
ま
す
。
最
初
の
数
年
は
歯
科

医
師
が
毎
月
数
回
の
往
診
を
要

し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
毎
月
一

〜
二
度
で
対
応
で
き
ま
す
。
ま

た
、
歯
科
衛
生
士
は
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
結
果
に
基
づ
き
、
難

度
の
高
い
人
を
ケ
ア
す
る
こ
と

で
、
一
週
間
に
半
日
を
当
て
る

だ
け
で
そ
れ
な
り
の
結
果
を
出

せ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

調
査
の
一
部
を
簡
単
に
グ
ラ

フ
と
図
に
し
ま
し
た
。
口
臭
除

去
に
関
し
て
は
、
ま
っ
た
く
問

題
な
く
解
決
で
き
ま
し
た
の
で

割
愛
し
ま
し
た
。
熱
発
に
関
し

て
対
象
者
を
『
歯
の
有
無
』
で

分
け
た
の
は
、
歯
科
衛
生
士

が
担
う
こ
と
の
多
い
専
門
的
口

腔
ケ
ア
が
必
要
と
さ
れ
る
ケ
ー

ス
は
、
有
歯
顎
者
が
多
い
か
ら

で
す
し
、
逆
に
歯
が
な
け
れ
ば

単
な
る
清
拭
で
も
十
分
対
応
が

可
能
な
ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
で

す
。口

腔
ケ
ア
開
始
の
前
後
で
比

較
す
る
と
、
歯
の
あ
る
人
の

群
の
ほ
う
が
効
果
が
高
い
こ
と

は
、
歯
が
あ
る
と
ケ
ア
が
難
し

く
、
同
時
に
ケ
ア
が
十
分
な
ら

予
防
効
果
が
高
い
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

統
計
学
的
に
は
も
う
少
し
人

数
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

何
と
か
も
の
が
言
え
そ
う
な
結

果
が
出
ま
し
た
。
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
（
突
然
で
す
が
私

の
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
と
し
ま

す
。
次
回
か
ら
は
、
も
っ
と
重

要
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
題
材
が
登

場
し
ま
す
）。
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案内チラシ裏の申込み書をFAXで 
お送りください。 
電話による申込みも受付けます。 

～申 込 み～ 

講　　師 
 

開催日時 

開催場所 

参加対象 

参 加 費  

石川県保険医協会 
 

歯科衛生士法にも謳われているように、歯科疾患を予防し口腔衛生の向上を図る観点から、歯科衛生
士の果たす役割は近年ますます重要となっています。さらに質の高い歯科衛生士の養成は時代の要請
との認識の表れか、全国の歯科衛生士専門学校においては、従来の2年制から3年制、4年制の養
成課程へと移行しつつあります。 
 
臨床における歯科衛生士の役割は多岐にわたりますが、今回の講演では歯周病、特に、日本歯周病
学会が発足させた「認定歯科衛生士制度」に的を絞ってお話をしていただきます。また、実際に受験
に用いた症例の報告や貴重な体験談は、今後認定を獲得したいと希望される歯科衛生士においては非
常に有益になるものと思われます。 

『日本歯周病学会  認定歯科衛生士制度』 
今　求められる歯科衛生士像とは… 

奮ってご参加ください。 

―求められる歯科衛生士像― 
 

高阪　利美 氏 
（愛知学院大学短期大学部歯科衛生学科助教授） 

山羽　京子 氏 
（愛知学院大学歯学部付属病院勤務、認定歯科衛生士） 

10月29日（日） 
午前9時半から12時半まで 

金沢都ホテル　5階　兼六の間 
（ＪＲ金沢駅東口正面　電話　076-261-2111） 

歯科医師、歯科衛生士 

無料 

電話 : 076（222）5373 
Fax : 076（231）5156
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第20回看護講座 第20回看護講座 第20回看護講座 

「今、あらためて考える看護の魅力！」 

1日目参加 3,000円　2日目参加 2,000円 

第Ⅰ講座 

第Ⅱ講座 

三上　満氏（元全労連議長・元東葛看護専門学校校長） 
「いきいきと輝く看護のために」 

第Ⅲ講座 

井部俊子氏（聖路加看護大学学長） 
「今日的な看護提供・サービスとは」（仮題） 

介護労働シンポジウム 
「医療から在宅へ～これでいいのか介護の実態」 

（石川県看護協会一日共催） 

主催：第20回看護講座実行委員会 
国民医療研究所・石川県医療労働組合連合会・ 
石川県民主医療機関連合会 

事務局　金沢市昭和町5－13交通会館2F 
TEL 076－261－8829　FAX 076－261－8918 
E-mail：ishikawa-mwu@image.ocn.ne.jp

in Kanazawa

後援：金沢市・金沢コンベンションビューロー・ 
　　　石川県保険医協会・石川県病院協会 

日時 

会場 

参加費 

10月21日（土） 

10月22日（日） 

「在宅」の現場での訪問看護師・介護施設ケアワーカー・介護ヘ
ルパーの方々からのリアルな実態報告。石川県で起こったグルー
プホーム事件の報告など 

2006年10月21日（土） 13時～17時 
 10月22日（日） 9時30分～12時 

石川県女性センター　金沢市三社町1番44号 
 （076）263－0115 
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に
よ
り
、
平
均
在
院
日
数
は
急
速

に
短
縮
化
し
、
患
者
さ
ん
の
重
症

化
と
業
務
量
の
増
大
が
進
み
ま
し

た
。
一
方
、
職
員
は
増
え
る
こ
と

も
な
く
、
病
休
や
育
児
休
暇
を
と

る
と
残
っ
た
職
員
に
し
わ
寄
せ
が

来
ま
す
。
そ
し
て
、「
成
果
主
義
」

や
「
目
標
管
理
」
な
ど
が
う
た

わ
れ
、
職
場
の
中
で
評
価
さ
れ
ま

す
。
こ
ん
な
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
状

況
の
中
で
、
患
者
さ
ん
の
命
を
守

り
、
安
心
し
て
事
故
の
な
い
看
護

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

「
患
者
さ
ん
の
話
を
も
っ
と
ゆ

っ
く
り
聞
き
た
い
」、「
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
も
待
た
せ
る
こ
と
な
く

対
応
し
た
い
」
毎
日
こ
ん
な
思
い

で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、「
処

置
、
記
録
、
会
議
に
追
わ
れ
、
食

事
を
取
る
時
間
も
な
く
業
務
を
こ

な
し
て
い
く
こ
と
だ
け
で
精
一

杯
で
す
」「
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
ド
ン
ド
ン
増
え
、
緊

張
の
毎
日
で
す
」「
仕
事
が
忙
し

過
ぎ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
医
療
事

故
を
起
こ
し
て
し
ま
い
そ
う
で
怖

く
て
働
け
な
い
」「
毎
日
疲
れ
過

ぎ
て
い
て
体
を
壊
し
て
し
ま
う
か

ら
」「
自
分
の
看
護
観
と
は
違
う

か
ら
」・
・
・
、
も
う
こ
ん
な
言

葉
を
仲
間
か
ら
聞
き
た
く
な
い
、

み
ん
な
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
病
院
で
は
、
神
経
難

病
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
重
度

心
身
障
害
者
の
方
が
入
院
さ
れ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
方
が
食
事
、

排
泄
、
内
服
、
入
浴
、
移
動
に

お
い
て
、
職
員
の
助
け
が
必
要
で

す
。
人
工
呼
吸
器
、
点
滴
、
注
射

の
す
べ
て
に
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

か
け
る
た
め
に
は
、
時
間
と
職
員

が
必
要
で
す
。
職
員
の
ケ
ア
に
よ

っ
て
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
健

康
が
保
た
れ
る
の
で
す
。
管
理
職

の
方
は
二
、三
年
で
転
勤
で
す
が
、

現
場
の
職
員
は
家
族
の
方
と
共
に

患
者
さ
ん
を
看
護
し
て
い
ま
す
。

看
護
者
が
健
康
で
患
者
さ
ん
に
笑

顔
で
対
応
で
き
、
医
療
事
故
を
起

こ
さ
な
い
職
場
を
作
る
の
が
プ
ロ

だ
と
思
い
ま
す
。
疲
れ
た
ま
ま
患

者
さ
ん
を
ケ
ア
す
る
の
は
、
と
て

も
失
礼
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
自
分
が
入
院
す
る
な
ら
ど
ん

な
病
院
が
良
い
か
、
自
分
の
家
族

な
ら
ど
ん
な
病
院
に
入
院
さ
せ
た

い
か
、
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

私
は
、
元
国
立
病
院
、
今
は
、

独
立
法
人
国
立
病
院
機
構
に
勤
務

す
る
看
護
師
で
す
。

今
、
私
た
ち
の
職
場
で
は
、
中

途
退
職
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
十

年
、
二
十
年
と
勤
め
上
げ
た
先
輩

や
ベ
テ
ラ
ン
と
い
わ
れ
る
方
々
で

す
。
長
年
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

を
さ
れ
た
方
が
ど
う
し
て
？　

私

は
、
去
っ
て
い
く
仲
間
を
引
き
止

め
る
す
べ
も
な
く
、
自
分
に
問
い

か
け
て
い
ま
す
。

看
護
業
務
の
「
効
率
化
」
が
推

進
さ
れ
る
現
場
で
は
、
業
務
改
善

委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
申
し
送
り

の
廃
止
、
業
務
改
善
、
病
院
に
よ

っ
て
は
二
交
代
勤
務
、
無
資
格
者

の
導
入
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
、
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
パ
ス
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
看
護
診

断
と
新
し
い
課
題
が
課
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
春
の
診
療
報
酬
改
定

第
六
話 

中途退職者の増える職場で… 
（県内・独立法人国立病院機構勤務） 

看
護
師
が
見
た 

医
療 
 

現
場 

医
療 
 

現
場 
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今回から作業療法（OT）のシリーズです。微力ながらリハビリテーシ

ョンの一端を担う作業療法士は、「健康で輝きある（社会）生活」を支援

する専門家として、医療・保健・福祉・行政・教育などの分野で約 420 人

が石川県下で働いています。今回は、㈳石川県作業療法士会のトピックス

と公益事業について、ご紹介いたします。

1．県民への公開講座の開催

11 月 18 日（土）・19 日（日）の会期で「今、こころと身体に作業療法

～生きる・夢・感動～」をテーマに、第 39 回作業療法全国研修会を、石

川県立音楽堂邦楽ホール・金沢市アートホールで開催します。

県民への公開講座は、18 日に「高次脳機能障がい支援と就労（阿部順

子：岐阜医療科学大学臨床心理士）」、「QOL向上を創り出す心の力（辻秀

一：エミネクロス代表スポーツドクター）」、19 日には「学校教育現場に生

き・活きる作業療法（加藤寿宏：京都大学医学部保健学科）」、そして「認

知症の疾患別治療とケア（池田学：愛媛大学大学院医学系研究科）」、の 4

つを開催します。ご参加ください。

８月 27 日には、石川県と共催で「高次脳機能障害のある人への支援」

の研修会を開催し、公開講演会および「石川県における支援を考える」と

題した公開シンポジウムを行ってきました。

2．認定作業療法士と人材の育成

㈳日本作業療法士協会では、優れた臨床実践能力および教育、研究、管

理運営能力を持つ作業療法士に「認定作業療法士」の称号を与えています。

当会はその育成を推進し、質の高い作業療法の提供に努めています。現在、

県下には約 3人の認定OTがいます。

また、「福祉用具・住宅改修専門OT養成」、ならびに「認知症専門OT

養成」は継続して行い、指導者育成と各地域のニーズや相談に応えるスペ

シャリストを育成しているところです。

3．夢のある公益事業と元気が出る地域生活支援事業

恒例の作業療法週間では、なごやか作業療法一日体験（18 高校から 43

人）、ボランティア講座などを開催しています。

また、県下の中学二年生に行われている「わくワーク体験」作業療法部

門の受け入れなどを推進して、輝きある進路選択や職業観に少しでもお役

に立つように努めているところです。

第 20 回石川県リハビリテーション風船バレーボール大会（10 月 15 日）

は、皆様方の多大なるご支援により継続して開催できていることを心より

感謝申し上げます。今大会には、一般部門 15 チーム、シルバー部門８チ

ーム、お楽しみ部門 13 チームの計 36 チーム、約 300 人の選手の皆様が参

加いたします。この県大会の参加を通して、生きる原動力となる発展のエ

ネルギーをたくさん蓄え、新しい人生を拓く一歩となることを願っていま

す。各地域での健康推進事業・介護予防事業はもとより、当事者団体への

支援にも努めているところです。

石川県OTは、積極的に行動し、質の高い作業療法をお届けいたします。

どうかよろしくお願い

申し上げます。

◇

（編集部注）

文中の「高次脳機能障

がい」および「高次脳機

能障害」という表記は、

演者の希望される表記が

それぞれ記載されていま

す。

OT編 その① 

（社）石川県作業療法士会のトピックスと社会貢献 

社団法人石川県作業療法士会　会長　今寺　忠造 
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【読んだ本】

＜はじめに＞

インターネット世界の急速な進歩には、「とてもついて行けないや」と

思う日々である。今年に入って、２冊のこの分野についての解説書が出た。

共に新書版で気楽に読める良書と思う。

①の梅田望夫氏は日米両国を股にかけて活躍する著名なブロガーであ

り、②の佐々木俊尚氏は元毎日新聞記者のフリージャーナリストである。

①はネット社会の潮流を良く捉えているが若干難解、②はより具体的なケ

ース研究のような印象。前者はネット社会の未来を楽観視、後者は光と影

のあることを指摘している。

今回は、用語解説と言うスタイルで両書を合わせての要旨と若干の評論

を書いてみた。

1．グーグル（Google）

両書とも、グーグルとは、どんな会社で何をしようとしているかがメイ

ンテーマである。

1996 年、スタンフォード大学院生ラリー・ページとセルゲイ・ブリンの

二人により、創業。グーグルとは検索エンジン名でもあり、その使命がウ

ェブ上の膨大な情報の組織化である。検索エンジンとしてのグーグルは、

ページランクと言う独自のアルゴリズムを用いた優秀な検索エンジンとネ

ット上で評価され、瞬く間に普及した。

グーグル（社）はさらに「グーグルニュース」「アドセンス」「グーグル

マップ、グーグルアース」など、検索エンジンを核に多用なサービスを提

供している。その既成概念を打ち破るユニークさが評価される一方、非難、

訴訟を多く受けている現実がある。

2．Web2.0

インターネットが世界的に普及した 1995 年ごろからの 10 年間を第一世

代とし、その後は、ネット上のすべての人（企業）を巻き込んだ総参加型

のネットサービスの技術や開発姿勢を言うのであろう。グーグルの基本姿

勢もロングテールもブログ、オープンソースもすべてWeb2.0 上に乗って

いると言えるだろう。

3．ロングテール

ロングテール （The Long Tail）は、あまり売れない「死に筋」商品が、

ネット店舗で欠かせない収益源になるとする考え方。代表的なネット書店

「アマゾン」で、例えば「医療事故」関係の書籍を購入したり、検索する

と次回訪問時、医療事故関連の別の書籍や新刊の案内が提供されたり、メ

ールでお知らせが来る。

このようなビジネスモデルは、既存の関連業界に大きな衝撃を与え、売

れなかった商品がどんどん売れ出した。この分野はさらに検索エンジンの

発展で、さらに個人の住所・興味・嗜好などに応じた、きめ細かな商品の

紹介まで進んでいる。

4．ブログ

ネット上に書かれた個人の日記風ホームページのこと。Web2.0 を語る

上で無くてはならぬツールとなった。いまや米国 2,000 万、日本 500 万人の

ブロガーがいると言う。ブログの特徴にトラックバック機能がある。これは

ある他人のブログの記事に自身のブログへのリンクを作成する機能のこと。

これでブログ同士がお互いつながりやすくなり、意見交換が活発になった。

しかし、一部ブロガー間での誹謗中傷合戦などネットが荒れまくってい

る現実もあり、一つの曲がり角に来た印象を私自身は持っている。

5．オープンソース

元々は、ソースコードを公開して共有するという意味。1990 年代までは

ソフトウェア開発の世界の言葉であったが、今日ではソフトウェアの世界

を超え、世界的な知的リソース共有との概念に発展した。代表的な例とし

て、世界中誰でも修正・加筆・削除ができるネット上の百科事典「ウィキ

ペディア」がある。

6．今後の見通し

シリコンバレーにあって、日本にないもの。それは、若い世代の創造性

や果敢な行動を刺激する「オプティズムに支えられたビジョン」と梅田氏

は言う。

一方、佐々木氏は、巨大化したグーグルが自らの意思により、特定の検

索結果を一方的に削除した事例があることに触れ、村八分ならぬグーグル

八分という現実が起こる危険性、あるいはグーグルの中国版検索エンジン

では、「天安門事件」とか「法輪功」をキーワード検索しても表示されな

いようにしたり、焦臭い意図も感じられると警告する。

古い秩序、伝統的なビジネスを破壊して突き進むグーグル。ネットを通

じ個人の内面まで管理しようとするグーグルビジネスには、便利な反面、

脅威を感じずにはおれない。この潮流は止まることはないだろうから、わ

れわれは感性を研ぎ澄まし、おかしいと感じたなら、おかしいと声を挙げ

なければならないと思う。

それにしても、日本の ITの寵児と言われるソフトバンクの孫、楽天の

三木谷、ライブドアの堀江にしても、かの国のマイクロソフト、グーグル、

アマゾンなどの創業者に比べ、何とスケールが小さいのだろうとつくづく

思うのである。

○テーマ─ ネット社会の 未来を考える GoogleとWeb2.0
ネット社会の 
未来を考える GoogleとWeb2.0

喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

3その 
 

読書教室 

①ウェブ進化論
●著者：梅田　望夫
●出版：ちくま新書

②グーグル　Google
●著者：佐々木俊尚
●出版：文春新書
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◇と　き　2007年1月13日（土曜日） 
◇ところ　金沢アートホール 

（金沢駅前ポルテ6階・TEL:076-224-1660） 
※駐車場は近くの有料駐車場をご利用ください。 

午後6時開場 
午後6時半開演 

終演予定： 
午後9時ごろ （　　　） 

ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007

石川県保険医協会　TEL076（222）5373　FAX076（231）5156　E-mail:iskw_sugino@doc-net.or.jp

①保険医協会会員とその家族・友人の方 ②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません 
③個人の出演者は10分以内の演奏 ④グループ演奏は20分以内の演奏 
⑤出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります 

①保険医協会会員とその家族・友人の方 ②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません 
③個人の出演者は10分以内の演奏 ④グループ演奏は20分以内の演奏 
⑤出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります 

ただ今、出演者募集中 （第1次締切：2006年11月12日） 

会員・家族・スタッフ・友人など、たくさんの方々の出演・参加をお待ちします 

●出演のお申し込み・ 
　お問い合わせなどは、右記へ。 

参加費・出演料は 
無料です 

JR金沢駅 

都ホテル 
● 

都ホテル 
● 

● 
ホテルイン金沢 

● 
ホテルイン金沢 

●全日空ホテル 

至福井→ ←至富山 

金沢市アートホール 
（ポルテ金沢　6F） 
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10月21日（土）　午後3時より 
ギター演奏（立見　一さん）もあり。 
 

かほく市高松産業文化センター　多目的ホール 
（中央通り沿い：076-281-3176） 
入場無料 

お問い合わせ：北谷クリニック（076‐281‐8801） 

『ガンを恐れず、 
侮らず』 

『ガンを恐れず、 
侮らず』 

『ガンを恐れず、 
侮らず』 

『ガンを恐れず、 
侮らず』 

北谷クリニック主催 
聴いて元気が出る講演会 

司　会 

廣瀬源二郎氏 
金沢医科大学名誉教授（浅ノ川総合病院顧問） 

講　師 

磨伊　正義氏 
金沢大学名誉教授（映寿会みらい病院名誉院長） 

“ガン”は今でも、日本人の3人に1人の命を奪う

困難な病である。 

半生を胃ガン治療に捧げてきた専門医が、ガン

の治療学を解説するとともに、日々の予防と早期

発見の大切さを語る。 

北陸における胃ガン研究の第一人者。 
金沢大学がん研究所付属病院長、同研究所所長を
歴任。 
胃ガンの研究・診療に携わるとともに、多くの専門
医を育成し、我が国の胃ガン研究をリードしてきた。 
現在も映寿会みらい病院にて第一線のガン治療に携
わる。 

講師の横顔 

日　時 

会　場 
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医療・福祉問題研究会「20周年記念講演会」 医療・福祉問題研究会「20周年記念講演会」 

11月4日（土） 午後2時～午後4時半 

社会福祉会館大ホール 

日時 

場所 

11月4日（土） 午後2時～午後4時半 

社会福祉会館4階大ホール 

報告者：鈴木　　静さん（愛媛大学法文学部助教授） 
 前田　俊彰さん（松山市立道後中学校2年生） 
 前田　優子さん（愛媛県の障害児の親の会の代表） 
演　題：13歳少年から始まった応益負担反対の取組み 
 ―障害のある人の社会保障と障害者自立支援法― 

■日時 

■場所 

日
本
の
家
族
の
人
間
模
様

を
独
自
の
し
っ
と
り
と
し
た

映
像
で
撮
り
続
け
た
小
津
安

二
郎
監
督
の
作
品
の
中
で
、

少
し
脚
本
が
異
質
で
、
ま
た

我
ら
が
〝
で
こ
ち
ゃ
ん
〞
こ

と
高
峰
季
子
が
い
つ
も
の
耐

え
る
女
で
は
な
く
、
奔
放
な

ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
を
演
じ
て

い
る
点
で
も
印
象
深
い
の
が

こ
の
作
品
で
あ
る
。

原
作
は
大
佛
次
郎
。
伝
統

的
戦
前
的
な
姉
と
、
現
代

的
戦
後
的
な
妹
の
物
語
で

あ
る
。
姉
の
節
子
（
田
中

絹
代
）
は
東
京
で
バ
ー
を

経
営
し
て
お
り
、
体
の
悪
い

酒
好
き
の
夫
の
三
村
（
山
村

聡
）
を
社
会
復
帰
さ
せ
よ
う

と
懸
命
に
働
く
。
妹
の
満
理

子
（
高
峰
秀
子
）
は
、
家
具

商
の
宏
（
上
原
謙
）
が
、
か

つ
て
節
子
と
恋
仲
だ
っ
た
こ

と
を
知
る
。
満
理
子
は
宏
に

つ
き
ま
と
い
、
彼
と
姉
と
の

間
の
恋
を
再
燃
さ
せ
よ
う
と

し
た
り
す
る
。
そ
し
て
そ
れ

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、
彼

に
自
分
が
結
婚
を
迫
っ
た
り

す
る
。
節
子
と
三
村
の
関
係

は
悪
化
し
、
バ
ー
は
つ
ぶ
れ

る
。
三
村
は
心
臓
麻
痺
で
死

ぬ
。
節
子
と
宏
は
互
い
に
思

い
合
っ
て
い
る
が
、
節
子
は

結
婚
を
拒
む
。
彼
女
と
満
理

子
は
死
を
迎
え
つ
つ
あ
る
父

の
い
る
京
都
に
戻
る
の
だ
っ

た
。小

津
の
映
画
は
、
画
面
が

き
れ
い
な
の
で
安
心
し
て
み

て
い
ら
れ
る
。
特
に
、
こ

の
作
品
で
は
戦
後
復
興
な

っ
た
東
京
の
街
が
、
き
れ
い

に
撮
ら
れ
て
い
る
。
ワ
ン
カ

ッ
ト
ワ
ン
カ
ッ
ト
が
素
晴
ら

し
い
。
ま
た
、
節
子
の
バ
ー

も
垢
抜
け
し
て
い
る
し
、
神

戸
の
宏
の
家
具
屋
も
工
芸

品
の
薫
り
高
く
、
し
ゃ
れ
て

い
る
。
こ
れ
も
、
復
興
な
っ

た
神
戸
の
街
が
エ
レ
ガ
ン
ト

だ
。
奈
良
の
薬
師
寺
も
し
っ

と
り
と
し
て
い
て
落
ち
着
い

て
、
い
い
こ
と
い
い
こ
と
。

家
の
中
や
人
物
を
撮
る
と

き
に
は
普
通
の
人
間
の
視
点

よ
り
も
少
し
低
い
位
置
の
ロ

ー
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
カ
メ
ラ

を
据
え
て
い
て
、
撮
っ
た
フ

ィ
ル
ム
の
カ
ッ
ト
を
重
ね
る

編
集
で
人
間
模
様
を
ゆ
っ
た

り
と
描
写
す
る
の
で
あ
る
。

役
柄
で
は
田
中
絹
代
は
耐

え
る
女
、
妹
の
高
峰
秀
子
は

来
客
に
は
ぺ
ろ
っ
と
舌
を

出
し
た
り
、
宏
に
は
得
意
の

歌
声
で
過
去
の
姉
と
の
仲
を

か
ら
か
っ
て
見
せ
た
り
す
る

軽
い
女
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
役

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
自
分

が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
す
る
と
い
う

や
り
た
い
放
題
な
の
だ
。
あ

ま
り
に
も
姉
と
違
う
の
が

脚
本
的
に
も
単
純
な
構
図
で

や
り
す
ぎ
の
観
が
あ
る
。
し

か
し
、
で
こ
ち
ゃ
ん
に
関
し

て
は
カ
ル
メ
ン
シ
リ
ー
ズ
以

外
で
は
耐
え
る
女
を
演
じ
る

こ
と
が
多
く
、
実
生
活
で
も

我
慢
に
我
慢
を
重
ね
て
い
る

の
で
、
役
柄
で
の
や
ん
ち
ゃ

ぶ
り
に
思
わ
ず
声
援
を
送
り

た
く
な
る
の
で
あ
る
。
小
津

は
こ
の
三
年
後
に
「
東
京
物

語
」
を
撮
り
、
海
外
か
ら
も

高
い
評
価
を
受
け
た
。

【
監
督
】小
津
安
二
郎 

【
出
演
】田
中
絹
代
・
高
峰
秀
子
・ 

 

山
村
聡
・
笠
智
衆
・
上
原
謙 

一
九
五
〇
年（
日
本
） 

宗
方
姉
妹 

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑲ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 

『石川保険医新聞』2007年新年号 

★旅行記・趣味・ 
　健康法など 

★お店紹介や 
　食べ物について 

★平和・人権・環境 
　教育問題など 
★平和・人権・環境 
　教育問題など 

★俳句・詩・写真など 

原稿の送り方……………… 
■編集作業が大幅に省力できますので、できましたら、E-mailにてお送りください。 
　もちろん、FAXや郵送でもかまいません。 

『石川保険医新聞』編集部 
〒920-0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル6階 
TEL（076）222-5373  FAX（076）231-5156 
E-mail ： iskw＿sugino@doc-net.or.jp

★特集のテーマ 

　   『猪』 

掲載させていただきました場合は、薄謝をお送りいたします。 

猪料理から猪突猛進した話など、 
猪にちなんだものなら何でも…。 

「猪」

★医療や福祉について 

「猪」に 
ちなんだものなら 

何でも 

最終面（カラー印刷）

に掲載するカラー写真

も募集します。100字

から200字程度の写

真説明をお忘れなく。 

●医療、福祉に関することや趣味・旅行記など、ぜひ、お送りください。 

　2006年も、残すところあとわずかになりました。保険医協会では、新しい年を迎えるに当たり、 
『石川保険医新聞』2007年新年号の編集を始めました。 
　取材記事を充実させ、特別企画にも力を入れます。そしてなにより大切にしたいのが、たくさんの 
会員の先生・ご家族をはじめ読者の方々にご登場いただくことです。 
　テーマは特集が「猪」。そして「自由」テーマです。ぜひ、皆様の原稿をお寄せください。 

●テーマは自由です。 
●字数は600～800字程度 
●原稿締切は11月30日正午・必着 

お問い合わせは 
事務局・杉野まで 
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清光　義則（能美市・内科） 4

ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 

ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 
ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 

4回シリーズ　その 最終回 

大
人
た
ち
も
仕
事
と
は
い

え
、
素
朴
で
本
当
に
真
心
で
接

し
て
く
れ
た
。
日
本
人
向
け
に

と
、
気
配
り
さ
れ
た
献
立
と
味

付
け
。
体
調
を
崩
し
た
隊
員
に

は
、
特
別
に
お
粥
を
炊
い
て
く

れ
た
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
た
パ
ル
カ
ス
。

お
互
い
に
心
か
ら
信
頼
し
あ

え
た
か
ら
こ
そ
、
最
後
の
サ
ク

セ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
が
、
あ
ん
な

に
も
盛
り
上
が
っ
た
の
だ
と
思

う
。チ

ベ
ッ
ト
民
族
の
歌
と
踊

り
、
延
々
と
続
く
シ
ェ
ル
パ
ダ

ン
ス
。
そ
の
輪
に
飛
び
込
ん
で

踊
る
炭
坑
節
。
中
締
め
で
飛
び

出
し
た
三
三
七
拍
子
、
チ
ャ
チ

ャ
チ
ャ
・
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
・
フ

レ
ー
・
フ
レ
ー
・
ネ
パ
ー
ル
、

フ
レ
ー
・
フ
レ
ー
・
ニ
ッ
ポ

ン
。
最
後
の
締
め
で
は
、
ラ
ン

タ
ン
サ
ン
、
ラ
ン
タ
ン
・
ラ
ン

タ
ン
・
ラ
ン
タ
ン
サ
ン
、
の
大

合
唱
と
な
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。

こ
れ
が
富
士
山
よ
り
高
い
高
度

三
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
の
宴
で

あ
っ
た
。

馬
方
の
パ
サ
ン
さ
ん
と
は
、

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
語
り

合
っ
た
。
彼
は
娘
と
孫
娘
、
妻

ら
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
だ
。
し
か

し
「
二
人
の
息
子
は
遠
く
に
住

ん
で
い
て
、
一
カ
月
に
一
度
位

し
か
帰
っ
て
こ
な
い
。
こ
れ
は

自
分
に
と
っ
て
大
問
題
だ
。
不

幸
せ
だ
」
と
嘆
く
。
し
か
し
、

「
私
の
息
子
は
せ
い
ぜ
い
年
に

二
回
帰
る
の
が
い
い
と
こ
。
も

う
子
ど
も
の
人
生
は
親
の
も

の
で
な
い
、
子
ど
も
の
人
生

だ
よ
」
と
慰
め
た
が
、
彼
ら
の

家
族
の
絆
の
強
さ
に
は
舌
を
巻

い
た
。
ま
た
、「
ラ
ン
タ
ン
は

マ
オ
イ
ス
ト
い
な
く
て
い
い
所

だ
。
カ
ト
マ
ン
ズ
だ
め
、
国
王

ダ
メ
ね
」
と
言
う
。
私
は
日
本

の
平
和
憲
法
、
戦
争
し
な
い
、

武
器
や
軍
隊
持
た
な
い
、
こ

れ
を
世
界
に
広
げ
た
い
。「
平

和
が
い
い
ね
」
と
意
気
投
合
し

て
、
硬
い
握
手
と
頬
ず
り
を
繰

り
返
し
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
の
峠
越
え

で
、
銃
を
構
え
た
兵
士
に
よ
る

数
回
も
の
検
問
を
受
け
た
こ
と

や
、
イ
ラ
ク
の
現
実
を
思
う
に

つ
け
、
本
当
の
世
界
の
平
和
が

会員リレーエッセイ                      ◆◆ 88◆◆

週
末
の
使
い
方
は
い
ろ
い
ろ
。
一
日
ご
ろ
寝
す
る
も
よ

し
、
趣
味
を
充
実
さ
せ
る
も
よ
し
、
肉
体
を
鍛
え
る
も
よ

し
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
に
行
く
も
よ
し
、
家
族
サ
ー
ビ
ス

に
徹
す
る
も
よ
し
。
そ
れ
は
心
の
静
養
、
翌
日
か
ら
の
仕
事

の
活
力
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
回
私
は
、
週
末
の
余
暇
を
富
山
の
温
泉
で
の
ん

び
り
過
ご
す
こ
と
に
し
た
。
二
十
五
年
間
を
東
京
で
暮
ら
し

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
生
ま
れ
故
郷
と
は
い
え
、
地
元
北
陸

の
旅
は
い
つ
も
新
鮮
な
も
の
で
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
探
検

気
分
を
味
わ
え
る
。

目
的
地
は
朝
日
町
湯
ノ
瀬
に
あ
る
温
泉
ホ
テ
ル
。
北
陸
自

動
車
道
を
降
り
て
、
山
間
を
流
れ
る
川
伝
い
を
走
り
、
短
い

ト
ン
ネ
ル
を
脱
け
る
と
、
目
の
前
に
一
軒
の
温
泉
宿
が
現
れ

た
。
そ
こ
に
は
宿
と
木
々
と
川
以
外
に
は
何
も
な
い
、
ま
っ

た
り
と
静
か
な
空
間
が
あ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
宿
に
入
る
。
自
慢
の
温
泉
に
浸
か
る
こ
と
だ
け

を
目
的
に
し
て
い
る
よ
う
で
、
ロ
ビ
ー
と
飲
食
施
設
以
外
に

レ
ジ
ャ
ー
設
備
は
な
く
、
か
え
っ
て
そ
の
潔
さ
が
気
持
ち
よ

か
っ
た
。

到
着
早
々
、
仲
居
さ
ん
の
勧
め
で
露
天
風
呂
に
入
る
。
大

浴
場
と
は
別
の
場
所
に
あ
る
た
め
か
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た

露
天
岩
風
呂
で
あ
っ
た
が
、
真
横
に
流
れ
る
川
と
山
に
生
い

茂
っ
た
木
々
を
眺
め
な
が
ら
、
大
自
然
の
中
に
い
る
よ
う
な

気
分
で
熱
い
温
泉
に
浸
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ゆ
っ
く
り
楽

し
ん
で
い
る
と
数
匹
の
ア
ブ
が
寄
っ
て
き
た
。
備
え
付
け
の

蠅
叩
き
で
追
い
払
う
が
、
な
か
な
か
去
っ
て
く
れ
な
い
。
あ

ま
り
の
う
る
さ
さ
に
、
結
局
こ
ち
ら
が
退
散
す
る
こ
と
に
な

る
。
な
ん
で
も
宿
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の
名
所
「
天
然
洞
窟
露

天
風
呂
」
に
は
、
こ
の
招
か
れ
ざ
る
客
が
何
千
匹
も
い
る
そ

う
で
、
残
念
だ
が
そ
の
中
を
か
き
分
け
て
温
泉
を
楽
し
む
気

分
に
は
な
れ
そ
う
に
な
か
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
仲
居
さ
ん
も

「
こ
の
温
泉
に
虫
さ
え
少
な
け
れ
ば
・
・
・
」
と
言
っ
て
い

た
な
あ
。

夕
食
の
山
菜
と
川
魚
の
会
席
を
楽
し
ん
だ
ら
、
今
度
は
宿

自
慢
の
大
浴
場
で
一
風
呂
浴
び
る
。
檜
風
呂
と
通
常
の
風
呂

に
別
れ
た
広
々
と
し
た
浴
場
。
天
然
温
泉
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
温
泉
成
分
が
濃
い
た
め
か
、
入
浴
後
に
は
心
地
よ
い
気
怠

さ
が
残
っ
た
。

た
っ
ぷ
り
温
泉
を
楽
し
ん
だ
後
、
部
屋
に
戻
る
。
大
き
な

窓
か
ら
見
え
る
の
は
、
川
と
対
岸
の
山
と
木
々
だ
け
。
窓

一
面
に
新
緑
の
絵
画
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
ら
れ

る
。
聞
こ
え
る
の
は
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
風
に
揺
ら
ぐ
木
々
の

音
だ
け
。
風
の
音
を
子
守
歌
に
、
い
つ
し
か
深
い
深
い
眠
り

に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
地
元
の
小
さ
な
温
泉
は
、
私
に
最
高

の
安
ら
ぎ
の
時
間
を
与
え
て
く
れ
た
。

日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
た
後
の
週
末
を
目
的
を
持
っ
て
有

意
義
に
使
う
の
も
良
い
が
、
た
ま
に
は
目
的
も
な
く
た
だ
心

と
体
を
ま
っ
た
り
と
地
元
の
温
泉
で
遊
ば
せ
る
の
も
結
構
良

い
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
故
郷
の
良
さ
を
再
認
識
さ
せ
て
も

く
れ
た
。

現
地
の
人
々
と
の
交
流
で

感
じ
た
こ
と
（
2
）

一
日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
祈

っ
た
旅
で
も
あ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
健
康
状
態
は
、

決
し
て
よ
か
っ
た
と
は
言
え
な

か
っ
た
。
日
本
か
ら
の
風
邪
を

引
き
ず
っ
て
き
た
人
、
そ
の
あ

と
微
熱
・
咳
を
認
め
た
人
（
も

ら
っ
た
の
か
、
現
地
で
の
環
境

の
変
化
で
体
調
を
崩
し
た
の
か

は
分
か
ら
な
い
が
）。
高
地
に

順
応
し
き
れ
ず
に
出
た
と
思
わ

れ
る
頭
痛
や
浮
腫
、
腹
部
症
状

を
認
め
た
人
。
糖
尿
病
や
胃
潰

瘍
、
抗
不
整
脈
剤
な
ど
の
常
備

薬
を
服
用
し
て
い
た
人
な
ど
。

準
備
期
間
、
行
動
中
を
通
し
て

の
健
康
管
理
の
大
切
さ
と
大
変

さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
。

ま
た
、
本
当
の
意
味
で
の
高

山
病
の
治
療
で
は
な
か
っ
た

が
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
使
用
し
て
み

て
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

と
と
も
に
、
今
後
安
心
し
て
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
す
る
た
め
の
重
要

な
武
器
に
な
る
と
確
信
し
た
。

政
情
不
安
が
伝
え
ら
れ
る

中
、
全
員
が
無
事
に
帰
国
で
き

て
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
が
満
足

し
て
旅
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た

す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
、
ま
た
支

え
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々

に
、
そ
し
て
素
晴
ら
し
い
自
然

に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

最
後
に
、
こ
ん
な
駄
文
に
付

き
合
っ
て
下
さ
っ
た
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
完
）

メ
ン
バ
ー
の

健
康
状
態
に
つ
い
て

石川県民医連『赤ひげ』実行委員会 1076-253-1458 
（石川県民主医療機関連合会・石川県健康友の会連絡会） 

主催 

共同組織会員3,000円　未加入者5,000円　全席自由 

加賀市文化会館 
開演／18：15 
（開場17：45／終演21：00） 

 2006年 

10月26日（木） 

前進座 
創立75周年記念公演 

全日本民医連 
第20回青年医師交流集会 
共同企画 

原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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